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4 月の相談活動の特徴（新規） 

 センター発足以来の相談件数は１万 7 千 911（三月末

現在）件になりました。 

項 目 件 数 当月比率 

面談 1 2.6％ 

電話・メール 36 94.8％ 

ＦＡＸ他 0  0.0% 

その他 1 2.6% 

合 計 38   100% 

項  目 件  数 当月比率 

解 雇 5 13.2% 

退職強要・勧奨 0 0.0% 

賃金・残業代未払い 0 0.0% 

労働契約違反 1 2.6% 

社会・雇用保険 1 2.6% 

配転・出向・転籍 1 2.6% 

労働条件切り下げ 2 5.3% 

労働時間・休暇 10 26.3% 

ﾊﾟﾜﾊﾗ・ｾｸﾊﾗ問題 1 2.6% 

倒産・工場移転 ０ 0.0% 

労災・職業病 1 2.6% 

メンタル不全・疾患 ０ 0.0% 

組合加入・結成 0 0.0% 

その他 16 42.2% 

不 明 ０ 0% 

合 計 38  100% 

 

項目 件数 当月比率 

男性 20  52.6% 

女性 17  44.8% 

不明 1 2.6% 

合計 38  100% 

 

京都市嘱託員

130人雇止め
阻止 5・14 
闘いの報告集会 
19 時ハ－トピア 

★
相
談
事
例
①･･･

★ 

（
男
性
43

歳
・
正
社
員

金
属
加
工
） 

 

悪
質
な
労
災
隠
し 

中
指
切
断 

 
 

仕
事
中
に
中
指
を
切

断
。
労
災
を
申
請
し
た

い
と
申
し
出
た
ら
、
会

社
は
「
本
人
の
不
注
意

な
の
で
健
康
保
険
で
処

理
せ
よ
」
と
。
本
人
は

納
得
で
き
な
か
っ
た
う

え
に
、
医
者
も
労
災
で

対
応
す
べ
き
と
助
言
さ

れ
た
の
で
、
再
度
会
社

に
要
請
し
た
ら
、
し
ぶ

し
ぶ
労
災
の
手
続
き
を

し
た
。 

 

限
り
な
く 

ブ
ラ
ッ
ク
企
業 

  

診
断
書
を
提
出
し
て

い
る
の
に
も
拘
わ
ら

づ
、
事
故
の
3

日
後
に

は
「
不
注
意
で
事
故
っ

た
の
に
、
髙
い
金
を
と

っ
て
長
く
休
む
の
か
」

「
診
断
書
が
出
て
い
る

よ
う
だ
が
、
貴
方
の
意

向
は
ど
う
な
ん
だ
」
と

半
強
制
的
に
出
勤
を
強

要
。 

 

典
型
的
な 

安
全
配
慮
義
務
違
反 

  

安
全
装
置
が
「
取
り

付
い
て
あ
る
機
械
」
と

「
な
い
機
械
」
が
あ
る
。

会
社
は
「
安
全
装
置
の

な
い
機
械
の
方
が
効
率

が
良
い
の
で
、
連
休
明

け
か
ら
は
今
ま
で
通
り

安
全
装
置
の
な
い
機
械

で
作
業
せ
よ
」
と
。
安

全
配
慮
義
務
違
反
を
全

く
反
省
し
て
い
な
い
。 

本
人
は
委
縮
し
て
い
る

の
か
、
奥
さ
ん
が
相
談

の
電
話
を
し
て
き
た
。 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

  

「
労
災
で
あ
り
会
社

の
安
全
配
慮
義
務
違
反

は
歴
然
で
あ
る
。
労
災

等
の
専
門
家
か
ら
電
話

を
入
れ
る
の
で
、
そ
の

方
と
対
応
を
相
談
し
て

下
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
職
対
連
に
連
絡
を

す
る
よ
う
要
請
。
面
談

後
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
に
個
人

加
盟
。
現
在
交
渉
中
。 

         

★
相
談
事
例
②･･･

★ 

（
男
性
20

代
・
正
社
員

介
護
福
祉
施
設
） 

 

退
職
届
を
受
け
取
っ
て

も
ら
え
な
い
の
で 

弁
護
士
に
依
頼 

 

退
職
届
を
受
け
取
っ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
の

で
、
弁
護
士
に
依
頼
。

2

週
間
後
に
退
職
で

き
る
と
の
事
。 

 

社
内
規
定
で 

年
休
は
取
れ
な
い 

 

退
職
日
ま
で
年
休
を

取
得
す
る
届
を
提
出
し

た
ら
、
社
内
規
定
で
12

日
し
か
取
得
で
き
な
い

と
言
わ
れ
た
。
社
内
規

定
は
有
効
か
？ 

 

無
効
と
ア
ド
バ
イ
ス 

 

全
日
数
取
得
で
き
る 

            

★
相
談
事
例
③･･･

★ 

（
女
性
18

歳
・
派
遣
社

員
・
ア
パ
レ
ル
） 

 少
年
少
女 

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

の
職
員
か
ら
の
相
談 

 

今
春
卒
業
し
た
女
子

生
徒
（
中
国
籍
）
が
、

東
京
の
派
遣
業
者
と
契

約
し
た
。
会
社
が
都
内

に
「
シ
ェ
ア
ー
ハ
ウ
ス
」

を
準
備
し
た
の
で
、
生

徒
は
そ
こ
に
転
宅
し

た
。 

退
職
す
る
な
ら 

違
約
金
を
支
払
え
！ 

 

一
定
期
間
研
修
を

受
け
た
後
、
ア
パ
レ
ル

業
界
の
店
に
派
遣
さ

れ
た
。 

し
か
し
、
「
仕
事
が

合
わ
な
い
の
で
退
職

す
る
」
と
申
し
出
た

ら
、
会
社
か
ら
「
違
約

金
12

万
円
」
を
請
求

さ
れ
た
。 

支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
？
本

人
に
支
払
い
能
力
は

な
い
し
、
京
都
に
戻
る

現
金
も
持
っ
て
い
な

い
。
東
京
で
相
談
す
る

に
は
ど
こ
に
行
け
ば

よ
い
か
。 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

労
基
法
16

条
違
反 

（
賠
償
予
定
の
禁
止
） 

 

法
違
反
。
強
要
さ
れ

た
ら
労
働
基
準
監
督

署
に
出
向
き
相
談
し

て
下
さ
い
。
又
、
「
研

修
期
間+

就
労
期
間
」

の
賃
金
も
請
求
し
て

下
さ
い
と
ア
ド
バ
イ

ス
。 職

員
は
「
一
人
で
対

応
す
る
の
は
難
し
そ

う
だ
が
と
り
あ
え
ず

対
策
を
考
え
て
み
ま

す
」
と
。 

  

★
相
談
事
例
⑥･･･

★ 

（
女
性
54

歳
・
パ
ー

ト
・
介
護
施
設
） 

 

時
間
給
ア
ッ
プ
し 

同
じ
労
働
時
間 

さ
れ
ど
年
収
ダ
ウ
ン  

最
低
賃
金
が
改
訂

さ
れ
、
わ
ず
か
な
時
間

給
の
引
き
上
げ
と
引

き
換
え
に
、
年
２
回
支

給
さ
れ
て
い
た
賞
与

が
無
く
な
っ
た
。
一
日

８
時
間
・
月
10

日
出

勤
し
て
い
る
が
、
年
収

ベ
ー
ス
で
ダ
ウ
ン
し

た
。
な
ん
か
割
り
切
れ

な
い
の
で
契
約
書
に

サ
イ
ン
を
し
て
い
な

い
。
対
策
は
な
い
か
？ 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

  

一
時
金
を
支
給
す

る
か
否
か
、
又
、
支
給

す
る
場
合
に
金
額
を

ど
の
程
度
巣
に
す
る

か
は
、
残
念
な
が
ら
、

経
営
者
が
一
方
的
に

決
め
ら
れ
る
の
が
現

状
で
す
。 

 

こ
れ
を
打
ち
破
る

に
は
、
労
働
組
合
の
結

成
が
早
道
で
す
。 
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に
、
各
10

分
間
の
休
憩

時
間
を
交
代
で
設
け

る
。
又
、
人
員
増
な
ど

を
、
出
来
れ
ば
従
業
員

全
員
で
、
経
営
者
に
提

出
す
る
。
②
労
働
組
合

を
結
成
し
そ
の
活
動
を

通
じ
て
、
諸
労
働
条
件

の
改
善
を
目
指
す
。
行

動
を
起
こ
さ
ず
し
て
改

善
は
望
め
ま
せ
ん
。 

 

★
相
談
事
例
⑦･･･

★ 

（
女
性
51

歳
・
正
社

員
・
宗
教
法
人
） 

 

い
き
な
り
解
雇
通
告 

 

昨
年
の

12

月
か
ら

宗
教
法
人
（
お
寺
）
で

働
い
て
い
る
。
出
勤
し

た
ら
即
呼
び
出
さ
れ

「
思
っ
て
い
た
人
と
違

う
。
正
当
な
理
由
は
な

い
が
辞
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
。「
辞
め
る
つ
も

り
は
な
い
。
解
雇
で
す

か
」
と
き
い
た
ら
、「
夕

方
ま
で
に
連
絡
す
る
の

で
、
今
日
は
も
う
退
社

し
て
」
と
。 

夕
方
「
解
雇
で
す
。

30

日
分
の
賃
金
に
相

当
す
る
解
雇
予
告
手
当

を
支
給
す
る
。
健
康
保

険
証
を
早
急
返
却
せ

よ
」
と
。
予
告
手
当
の

上
積
み
は
支
給
し
て
も

ら
え
る
か
？ 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

不
当
解
雇
撤
回
を
要
求 

  

「
辞
め
て
も
い
い
が

慰
謝
料
を
」
は
得
策
で

は
な
い
。
一
人
で
も
加

入
で
き
る
組
合
に
加
入

し
、
交
渉
す
る
。
も
し

く
は
、
労
働
審
判
に
提

訴
。
勝
利
間
違
い
な
し
。

 
                                                      

★
相
談
事
例
④･･･

★ 
（
男
性
51

歳
・
公
務
職

場
・
契
約
社
員
） 

 

公
務
職
場
の 

契
約
更
新
の 

一
つ
の
方
法 

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

の
紹
介
と
い
う
手
順
を

取
っ
て
毎
年
更
新
を
続

け
て
き
た
。 

具
体
的
に
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
当
局
の
担

当
者
に
電
話
を
か
け
て

も
ら
い
、
面
談
を
す
る
。

そ
の
時
、
求
人
票
の
コ

ピ
ー
が
渡
さ
れ
る
。 

当
局
は
求
人
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
事
項

は
、
本
人
が
認
識
し
了

解
し
て
求
人
に
応
じ
て

い
る
と
み
な
し
、
面
談

に
臨
む
。 

求
人
票
に
は
、「
週
の

労

働

時

間

29

時
間

（

40

時
間
の

¾

以

下
な
の
で
厚
生
年
金
加

入
義
務
は
な
い
が
加

入
）・
１
年
契
約
・
給
与

は
月
額

17

万
４
千
円

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
国
家
・
地
方
公
務

員
に
は
「
労
働
契
約
法

は
適
用
さ
れ
な
い
」
と

22

条
で
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
同
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
「
５
年

超
契
約
無
期
雇
用
転

換
」
は
適
用
さ
れ
な
い
。 

 

求
人
票
の 

記
載
内
容
を
変
更 

 

今
年
も
次
年
度
の
契

約
更
新
に
向
け
、
当
局

の
担
当
者
と
面
談
す
る

事
に
な
っ
た
。
担
当
視

者
か
ら
「
例
年
通
り
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
を
準
備
し
て
」
と
要

請
さ
れ
た
の
で
、
例
年

通
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

担
当
者
に
電
話
を
入
れ

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、

求
人
票
を
確
認
し
た

ら
、
労
働
時
間
が
週
29

時
間
か
ら

23

時
間
に

変
更
さ
れ
て
い
た
。
月

収
も
３
万
６
千
円
低
く

な
り
13

万
８
千
円
。 

    
        

  

巧
妙
な 

労
働
条
件
変
更 

 

面
談
の
時
「
月
収
が

下
が
る
」「
生
活
で
き
な

い
」「
事
前
に
何
ら
説
明

が
な
い
」「
一
方
的
だ
」

と
抗
議
す
る
と
と
も
に

「
改
定
し
た
理
由
」
の

説
明
を
求
め
て
も
、
明

確
な
説
明
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。 

担
当
者
は
求
人
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

に
納
得
し
て
応
募
し
て

き
た
の
で
し
ょ
」
と
言

わ
ん
ば
か
り
の
対
応
。 

社
会
保
険
に
は
引
き

続
き
加
入
す
る
が
、
将

来
的
に
は
加
入
し
な
い

の
で
は
と
思
わ
れ
る
。 

何
と
か
な
ら
な
い

か
。 

ア
ド
バ
イ
ス 

そ
れ
な
り
の
決
意
必
要 

 

「
世
論
に
訴
え
る
」

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
対

応
が
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
来
年
は
契
約
更

新
が
さ
れ
ず
、
雇
止
め

が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
な
り
の
決
意
が
必

要
」
と
。
本
人
は
「
今

は
年
金
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
。
こ
の
１
年
間
し

っ
か
り
考
え
て
み
る
」

と
。 

 ★
相
談
事
例
⑤･･･

★ 

（
女
性
50

代
・
正
社

員
・
製
造
業
） 

 

年
休
取
得
で 

皆
勤
手
当
て
カ
ッ
ト  

従
業
員
は

30

人
未

満
。
年
休
を
取
得
す
る

と
、
皆
勤
手
当
て
（
月

額
千
円
）
が
カ
ッ
ト
さ

れ
る
。
違
法
だ
と
思
う

が
、
是
正
を
要
請
し
た

ら
、
賞
与
（
支
給
金
額

は
「
貢
献
度
・
能
力
査

定
で
決
定
し
て
い
る
」

と
会
社
は
説
明
）
が
減

額
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
是
正
の
要
請

を
た
め
ら
っ
て
い
る
。

他
の
従
業
員
は
黙
認
。 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

直
ち
に
違
法
と
決
め
る

こ
と
は
で
き
な
い 

 

最
高
裁
で
は
「
違
法

で
は
な
い
」
と
の
判
決

も
あ
り
、
微
妙
。
組
合

を
結
成
し
、
一
時
金
も

含
め
て
是
正
し
て
い
く

の
が
早
道
。 

               

【
最
高
裁
判
決
要
旨
】 

労
基
法
１
３
６
条

（
有
給
休
暇
を
取
得
し

た
労
働
者
に
対
し
て
、

賃
金
の
減
額
そ
の
他
不

利
益
な
取
扱
い
を
し
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）
は
努
力
義

務
。
不
利
益
取
り
扱
い

は
、
そ
の
取
扱
い
の
趣

旨
・
目
的
・
労
働
者
が

失
う
経
済
的
利
益
・
有

休
の
取
得
に
対
す
る
事

実
上
の
抑
止
力
の
事
情

を
総
合
し
て
、
有
休
を

取
得
す
る
権
利
の
行
使

を
抑
制
し
、
ひ
い
て
は

同
法
が
労
働
者
に
権
利

を
保
障
し
た
趣
旨
を
失

わ
せ
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
な
い
限

り
、
公
序
に
反
し
て
不

利
益
取
り
扱
い
は
無
効

と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。 本

件
は
「
金
額
が
高

く
な
い
・
有
休
を
抑
制

す
る
趣
旨
で
は
な
い
・

又
、
労
働
者
に
与
え
ら

れ
た
有
休
行
使
の
権
利

を
抑
制
す
る
も
の
で
も

な
い
。
従
っ
て
公
序
に

反
す
る
無
効
な
も
の
と

は
言
え
な
い
。 

★
相
談
事
例
⑥･･･

★ 

（
男
性
42

歳
・
正
社

員
・
介
護
施
設
） 

 

疲
労
が
蓄
積
し
、 

回
復
し
な
い 

ど
う
す
べ
き
か 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
介
護
の
仕
事
を

し
て
い
る
。
介
護
対
象

者
50

人
強
を
５
名
～

６
名
で
介
護
し
て
い

る
。 勤

務
時
間
は
８
時

15
分
～
17
時
。
45
分

の
昼
休
み
は
し
っ
か
り

と
取
れ
て
い
る
。
又
、

残
業
し
た
場
合
は
手
当

も
し
っ
か
り
支
給
さ
れ

て
い
る
。 

し
か
し
、
昼
休
み
以

外
は
、
毎
日
走
り
回
っ

て
介
護
を
こ
な
し
て
い

る
が
現
状
で
あ
る
。 

年
と
と
も
に
疲
労
が

抜
け
ず
、
蓄
積
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
腰

痛
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま

推
移
す
る
と
疲
労
で
ダ

ウ
ン
し
か
ね
な
い
。
対

応
策
は
な
い
か
。 

             

ア
ド
バ
イ
ス 

団
結
で
道
が
開
け
る 

 

①
例
え
ば
午
前
と
午
後

https://pixta.jp/illustration/32530602
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556000376/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2tvbmkudHV6aWthemUuY29tL3piczEtMjcuaHRtbA--/RS=^ADBcXAGcQMJrnoVMhHBy9LX9Pi7X1g-;_ylt=A2Rivb34XL1cMioASC.U3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1550543113/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE0LzA4L2Jsb2ctcG9zdF82NTguaHRtbA--/RS=^ADBJ2Nch1kg.lTsmZCA3gNqdda_CdM-;_ylt=A2RinFeJF2pch2UAmjuU3uV7

